20110814　1部礼拝

イエスさまをおいて(ルカ1:39-56）

いまだに津波の傷跡は消えることなく、それなりに立ち直ろうとして、復興のためにいろいろがんばってはいるけれども、実情はそんなに楽観的なものではない状況です。そのうえ、政治は混とんとしているだけで、経済的にもどうすればいいのかわからないほど惑わされ、それに一人一人、自分自身をコントロールすることができないまま苦しみ、あらゆるところが崩れていく世の中です。その中で、私たちクリスチャンが、今このように心ひとつにして神様に礼拝をささげています。こういうときこそ、私たちクリスチャン、信者は信者らしい、クリスチャンとしての喜びを回復しなければいけないと思います。
今、世の中の人は幸せになりたいという願いがあるにもかかわらず、自分が作っておいた罠に引っかかって、アップアップしている状況です。クリスチャンの私たちが今、このようなときに召されて、イエス・キリストを信じることができ、神に祝福されています。しかし、クリスチャンの私たちが、苦しんでいる世の中の人々を助けることができるまでの力を持つことができないでいるということが、残念な現実ではないでしょうか。ですから、礼拝をささげている兄弟、姉妹、一人一人は、この時代の中で、現場を見ながら、クリスチャンとしての自分が、クリスチャンとしての回復すべき喜びはなんだろうかと問いかけつつ、その答えを受けていただきたいと願います。
今日の聖書を見ると、天使によって子どもを身ごもるようになると言われ、知らされていたマリヤ、いまだ男のことを知らない処女だったマリヤが、その知らせを受けたあと、親戚だったエリサベツという人がいる家を訪ねるようになりました。玄関を入ったところで起こった光景が、今日、読みました聖書に書かれています。マリヤが、今、知らされたばかりなのに、妊娠して６か月のおばあさん、エリサベツの家に入ったとたんに、バプテスマのヨハネを胎内に持っていたエリサベツというおばあさんが、マリヤを見て聖霊に満たされて、ものすごく喜んでたまらない様子が書かれています。そして、エリサベツがこのように言っています。「あなたが私の家に入ったとたんに、私の胎内にいる赤ちゃんが、踊りながら動き喜んでいる」と。そのような喜びの光景です。マリヤも興奮して感激して、喜び飛び上がり、マリヤ自身も感激のあまりに神様をほめたたえ賛美する内容が今日の聖書の箇所です。これはどのような言葉で表現すればふさわしいか、よく見当がつかないのですが、喜びが尋常ではありません。ものすごく喜んでいるし、踊り上がるほど喜んでいます。いい意味で尋常ではないというのは、異常な喜びです。互いに喜び合い、互いにその喜びとともに祝福しあう場面です。本当はこれが教会の、クリスチャンの理想的なあり方です。エペソの手紙を見ると、パウロは、クリスチャンは詩と賛美と聖なる歌を持って、お互いに分かち合うようにと勧めています。まさにそのような光景が、今日、この聖書に紹介されています。なぜ、今、エリサベツというおばあさんとマリヤがこのように喜んで、そして、胎内にいる胎児までが踊りながら喜ぶのでしょうか。普通、そのようなことはあるでしょうか。もちろん、このマリヤが久しぶりにエリサベツの家を訪問したからかもしれません。久しぶりに会ったので喜んだのかもしれません。そのような喜びもあるでしょう。子どもが目標にしていた大学に受かったときの喜びというのもあるかもしれません。あるいは病気だった人が、病気が改善されて健康を取り戻したことで喜ぶということもあるでしょう。もちろん、それも喜びです。長い間、会うことができず、いろいろな事情によって久しぶりに会いたい人に会った時の喜びというのもあるでしょう。でも、今日の喜びの光景は、そのような理由ではなさそうです。まずは、マリヤを見たけれども、マリヤのために喜んでいるのではありません。マリヤが身ごもっている胎内にいる子のために喜んでいます。それから、前回も申し上げましたように、処女が身ごもったということが喜びになるのでしょうか。心配の種でしょう。けれども喜んでいる。決定的なのは胎内にいるバプテスマのヨハネが喜ぶというのは、久しぶりなので、あるいは大学に合格したから、病気が治った、通帳の残高がものすごく増えたというような理由で喜ぶような内容ではないでしょう。まだ世の中に出ていないのです。その胎内の子どもが喜ぶというのは。今、クリスチャンが集まっていて、そのような喜びがあふれて、たまらないという光景が展開されているのです。
1． イエスさまのゆえに
つまり、この喜びは尋常ではないし、これは私たちが普段、喜んでいる、イメージしている喜びの理由ではありません。肉体的な理由ではないのです。この喜びは、クリスチャンの本当の喜び、そして、クリスチャンに望ましく、回復しないといけない喜び、教会の中でのみ見られる喜びですが、それは唯一の理由、イエスをおいて、イエスさまのゆえに喜ぶ喜びなのです。マリヤが訪ねてきたから喜んだわけではありません。何か人間的に、肉体的に条件が改善され、整えられて、自分に有利な何かが展開されたから喜ぶ、そのような喜びではありません。イエスさまはおっしゃっています。そのような喜びは、異邦人も、神を知らない人々もみんな、それは喜べるよと。クリスチャンの本当の喜びは、そこにあるものではありません。この喜びを回復しないといけません。さっきも申し上げましたように、もちろん、病気が治るとそれも喜ぶでしょう。そのときに悲しむのは頭が少しおかしい人間かもしれません。
１）絶対的喜びが
　でも、クリスチャンの私たちの本当の喜びは、そのような肉体的な何かの理由や条件によって左右され影響されるものではなくて、絶対的な喜びです。状況がどう変わろうが、自分が刑務所の中に入れられるから、放たれるからなどに関係ない、絶対的な揺れることのない喜び、イエスのゆえに喜ぶのです。彼女たちは、今、イエスをおいて喜び踊っています。これは霊的なゆえにです。それで、胎内にいるバプテスマのヨハネも踊りながら喜んでいるのです。ぜひ、みなさん一人一人が、このような喜び、普通の人が見たとき、肉体的な喜びしかわかっていない人が見たときには、「尋常ではないな」と疑うほどの喜びを、回復していただきたいと願います。これが今の時代を生かすために、クリスチャンの私たちに許されて与えられている喜びです。みなさんは何のゆえに喜んでいるでしょうか。逆に何のために悲しんで、何のために思い煩っているのでしょうか。そこの理由が本当にイエスでしょうか。私たちの喜びはイエスのためにです。イエスのために今、マリヤとエリサベツ、そして胎内にいるバプテスマのヨハネまで、つまり、これは拡大して申し上げると、教会そのものなのです。イエスのゆえに、他のすべての理由を全部、却下して、オンリー一つの理由です。そうでなければ、胎内の子どもが踊りながら喜ぶ理由はないでしょう。イエスのゆえに、絶対的な喜び、尋常ではない喜び、私たちもその喜びを持って、喜び踊ることができるのです。ダビデもそうでした。聖書に紹介されているクリスチャンはみんなそのような喜びを持って、世の中を生きてきました。ぜひ、その絶対的な喜び、イエスが来た、イエスがここにいらっしゃる、そのイエスのゆえに喜ぼうとしてください。人間的に考えたときに心配するしかない、悲しくなるしかないような状況でも、喜ぶ喜びなのです。理由は状況がいいから喜ぶわけではありません。自分が他の人よりハンサムで才能があるから喜ぶ、そのような喜びではありません。イエスのゆえに喜ぶ、喜びです。それが今日の聖書に紹介されています。
２）永遠の祝福が
そして、そのイエスのゆえにエリサベツはマリヤに言います。「あなたは女の中で最高に祝福された者です」と。なぜ、マリヤが祝福されたと宣言されるのでしょうか。処女が今、身ごもっているのに、どこが祝福でしょうか。イエスのゆえにです。イエスを身ごもるようになったので、イエスの道具となったので、あなたは最高に祝福された者なのだということです。マリヤ自身も「これから、世々に至って、私は幸いな者、幸せな女と呼ばれるだろう」と言いました。自分自身を「祝福の者だ」と自分自身に言い聞かし、イエスを宿っている、イエスを持っている、イエスのゆえに相手も祝福を宣言する、そのような祝福です。しかも、変わることがない、衰えることのない、永遠なる祝福、それをイエスのゆえに確信して、お互いに宣言しあうところを教会と言います。教会には表面ばかりを見るといろいろな評価ができる、そして、教会は何かの条件を持って、カットラインを設けて人を募集するところではありません。誰でもイエスを信じる人は、学歴のある者もない者もみんな来ることができるところです。国籍も民族もありません。それで、あらゆる種類の人が集まるところが教会です。だから、表面ばかり見ると、いろいろな評価がありうるかもしれません。でも、教会はそれによって評価するところではありません。その人が信じているイエス、その人が所有しているイエス、その人に宿っているイエス、そのイエスゆえに、その人に祝福を宣言するところです。「あなたは祝福された者です」「ええ、こんなに直らない習慣を持っているのに」にもかかわらず、イエスのゆえに「あなたは祝福の者です」お互いにそれを確認しあい宣言するところが教会です。理由は一つだけです。今日そのことが何より明らかに紹介され、証明されているのではないでしょうか。みなさんは、子どもを見たときに、レムナントを見たときに、レムナントは、まだ、未熟で、また親による傷や、家庭のいろいろな環境による様々なトラブル、トラウマなどを抱えて、自分もコントロールできないいろいろな悩みや問題を持って、大人が見たときには「なに、あれ」と思うようなところもあります。よく吟味してみてください。彼がイエスに愛されているものであれば、そのレムナントは祝福された者です。大人も同じです。信仰的に少し優れて、神の答えを見た者、そして、まだそこまで至っていない人間もいるかもしれません。でも、それは祝福の条件ではありません。みんな神の恵みによって、イエスを信じるようになりました。そのイエスをおいて、イエスを根拠にして「あなたは幸いな者だ。あなたは祝福されたものだ。」その人が自分自身をそのように思っていなくても、こちらからはそのように思い、その宣言とともに、それに合わせて接していかないといけません。イエスのゆえに、イエスを真ん中において、イエスを根拠にして変わらない永遠なる祝福を確認して、宣言しあうことです。それがエリサベツ、胎内のバプテスマのヨハネ、マリヤをとおして、私たちが確認できる場面です。
３）神様への賛美が
　それから、イエスのゆえに、このような喜びと祝福を確認するので、当然な結果ですが、イエスのゆえにマリヤは他に何の条件もありません。イエスのゆえ神に向かって喜びの賛美をささげるようになります。だから、イエスのために賛美がその人の心の中心から生まれるようになります。この賛美はメロディのある賛美だけを意味するわけではありません。マリヤは自分自身にイエスを与えられ、イエスが世に来られるための通路になり、道具になった自分自身「このいやしいはしため」を、神様が、絶対にありえないのに、憐れんでイエスの道具に、イエスが宿るように、またイエスが伝えられるようにされました。それはもう神様の恵みのほかありません。イエスのゆえに世の中では見ることができない神の恵みを見るようになります。そのあと、高い者、権力のあるものを引きおろして、低い者、飢えた者を神様が祝福すると賛美をささげています。権力のある者は悪い者、貧しい者はいい者、そういう意味ではありません。神様は人の条件に左右されないで、神はまったくいさおのない、そして、まったく値のない者に、そのような祝福を与えられる方で、つまり、神様は恵み豊かな方です。それが、どこでわかるかというとイエスを見るとわかります。イエスのゆえにわかるのです。それで、神への賛美が生まれるしかないのです。これがクリスチャンが回復すべき喜びであり、今、ここでエリサベツ、マリヤ、胎内にいるバプテスマのヨハネも尋常でない喜びを、祝福を、賛美をささげるようになっていたのです。イエスが来られたこと、そして、イエスが今、いらっしゃること、神様の愛と、神の恵み、そのことのために喜び、賛美をささげていたのです。ぜひ、覚えていてください。これがクリスチャンの喜びです。どこにいっても見ることができない喜びです。さっきも申し上げましたように、私たちの喜びというのはいつまでも条件的です。他のすべての条件、まったく関係なしに、イエスのゆえに喜び、祝福された確信と、感謝とともに神を賛美することができることを、私たちは、回復しないといけません。何も今、マリヤがエリサベツにエリサベツが喜ぶような何かをしてあげたわけではありません。また、エリサベツがマリヤのために何かを用意して、マリヤに有利なことをしたわけでもありません。あるいはマリヤがミルクを買って、胎内にいるバプテスマのヨハネのためにお土産を持って行ったわけでもありません。それなのに、喜んでいました。イエスのゆえに。
なぜ、条件がどうであれ、環境がどうであれ、ことがどのように運ばれるかなどと関係なく、イエスのゆえに喜びと祝福と賛美が生まれるようになるのでしょうか。イエスは一体、どのような方なのでしょうか。すべてを全部振り払って、すべてを超えて喜ぶことができる理由になるイエスは一体、どのような方なのでしょうか。今、彼女たちは胎内にいるバプテスマのヨハネは、なぜ、これほど踊りながら喜ぶのでしょうか。私たちは喜びの条件として考えている基準から見ると、まったく喜ぶようなことではないのではないでしょうか。処女が身ごもって、久しぶりに訪ねてきただけです。それなのに、なぜ、これほどイエスのために、他には喜ぶような理由が見当たらないのに、イエスのゆえにこれほど喜ぶのでしょうか。
2． イエスはキリスト
その理由は、マリヤに知らされて、今、マリヤが身ごもるようになりました。それは前回も天使によって言われているように、聖霊の力によって身ごもるようになりました。そのイエスが、まだ姿も見えないのですが、イエスがキリストであるがゆえに、すべてを超えて喜ぶことができるようになるのです。彼女たちが、今、普通の人たちが見たときには「へんだな。おかしいな。何がそんなにうれしいの。何がそんなに喜びなの。宝くじに当たったのか。子どもが司法試験などに合格したのか」そのようにしか見ることができないでしょう。だとしても、「あんなに踊りながら喜ぶことなのか」というような尋常ではない喜び方なのです。その理由はイエスがキリストだからです。イエスはイスラエルの人がずっと待っていた唯一の救い主、唯一の希望であるメシヤその方だったということがわかっていたし、また、それが証明されている場面です。なぜ、イエスのために喜ぶのでしょうか。イエスが病気を治してくれるからではありません。イエスがキリストだからです。ずっと前から、アダムのときから、ずっと約束されて、待ちに待っていたメシヤその方だったのです。イエスがキリストであるというのは、旧約にそのことがいろいろな形で説明されていました。
１）ノアの箱舟
ノアの時代に大洪水によって、全世界が滅びるようになりました。そのときに、「箱舟を作りなさい」と言われて、箱舟の中に入っているものは助かり、そして、新しい時代が始まるようになりました。イエスがキリストであるというのは、その箱舟のような方であるという意味です。それで、そのイエスが来られたので、すべてが滅びて、災い、のろい、滅びから守られて、助かり、救われるようになる箱舟のような方なのです。そのイエスが来られたのです。子どもが成功しても、政治家が変わっても、この災いと呪いと滅びの運命から助かることはできません。唯一の道、人が滅びの運命から助かる道はメシヤしかありません。ノアの箱舟のように。そのノアの箱舟に象徴され預言されていたメシヤ、キリストが来られたのです。イエスがそのキリストです。ですから、そのイエスをおいて、これほど尋常ではない喜びを現していました。なぜ、エリサベツと、マリヤと、胎内にいる赤ちゃんがこれほど喜んでいたのか、その理由がお分かりになるでしょうか。もし、イエスがキリストであるということがわかっていないと、この喜び方に対してまったく理解できません。「いったい何がうれしいのか」イエスのゆえにです。そのイエスがノアの箱舟になられ、イエスはキリストなのです。待ちに待っていたメシヤなのです。
２）過ぎ越しの羊
そのイエスは、イスラエルの人が４００年以上エジプトの奴隷に捕らわれていた時に、過ぎ越しの小羊の血を塗ったことによって、奴隷から永遠に解放されるようになりました。その時の過ぎ越しの小羊として示されていた方です。つまり、イエスがキリストであるというのは、旧約聖書に書かれてある過ぎ越しの小羊、その方であるということです。その方が来られたのです。だから、喜びなのです。つまり、私たちも知らないうちに、サタン悪魔に捕らわれて奴隷になって、一歩も動くことができない状態だった私たちが、その悪魔の支配から、完全に解放されるようになる羊の血、過ぎ越しの小羊、この方なのです。そのイエスが来られたのです。そのイエスがいらっしゃるのです。私たちはすべてのサタンの支配から永遠に解放され、自由になることができます。それで喜ぶのです。それが本当の喜びです。もう一度言います。イエスがキリストであるということを理解できないと、今、聖書に書いてある、このような喜びは頭のくるっている人のしぐさにしかなりません。なぜ、尋常でない喜び、どう見ても、これほど喜ぶようなことは何一つ見当たらないのになぜ喜ぶのか。イエスがそこにいらっしゃったのです。イエスを宿っている人間がそこに来たのです。イエスは過ぎ越しの小羊のような方です。
３）荒野の青銅の蛇
それから、イスラエルの人が荒野を歩いているときに、神を信じないで、神のおっしゃることを裏切って、罪を犯しました。それで蛇が現れて、みな蛇に噛まれて、死んでいくようになりました。そのとき、神様はモーセにおっしゃいました。青銅の蛇を作って、長い棒を作り、その上に青銅の蛇を縛り高くあげなさい。そして、蛇に噛まれた人々が、その青銅の蛇を見る瞬間、すべて癒されるようになりました。ヨハネの福音書にも、その青銅の蛇がイエス・キリスト、十字架にかけられるイエス・キリストを象徴するものだと証言されています。つまり、荒野で、罪によって罰を受け、罰せられていた人々が、その罪が清められ、そのすべての罰から解放され、許される青銅の蛇として紹介されていた方です。そのイエスが、今、目の前に来られたのです。そのイエスがいらっしゃるのです。だから、喜ばないでいることはできないでしょう。「イエスが来た。キリストが来た。その荒野の青銅の蛇として教えられていたメシヤが来られた。私たちのイエスによって、私たちのすべての罪が清められ、罪によって罪に定められ、罰せられるすべてから自由になる」ので喜ぶようになるしかないでしょう。イエスのゆえに喜んだのです。イエスがキリストなので。
４）神殿
そして、イエスがキリストであるということは、旧約の聖書には神殿というのが建てられていて、神殿は罪人であった私たち人間に、神様が会う場所でした。神様はもちろん、そこに閉じ込められている方ではありません。どこにでもいらっしゃる方ですが、神殿は象徴です。神が臨まれてともにおられるインマヌエルの象徴であり、と同時に雲をとおして、神のすべての祝福と、すべての栄光が現れるところが神殿です。イエスさま自らおっしゃいました。わたしが神殿です。つまり、イエスが来られたというのは、その神殿が来られたということです。神様が臨まれて、神様とのすべての関係を回復し、神のすべての祝福、栄光がここに現れるようになったということなので、喜ぶしかないでしょう。イエスはその神殿です。神殿として教えられていた、示されていたメシヤその方です。これが、イエスが、キリストという意味です。
彼らはイエスがまだ形にもなっていない、身ごもったばかりなのにもかかわらず、イエスがキリストだという霊的な目が開かられたことによって、喜ばないでいることはできなかったのです。しかも、尋常でない喜び方をするしかありませんでした。喜びのあまりに踊りあがるしかなかったのです。理由はなんでしょう。イエスのために。他の理由はまったくありません。イエスのために。また他の理由をそこに挟んではいけません。なぜ、イエスのために、それほど喜ぶことができるのでしょうか。イエスはキリストだったからです。イエスによって災い、呪い、滅びの運命から助かり、そして、サタン、奴隷の状態から永遠に解放され、罪とその罪の刑罰が永遠に消え去り、神と出会って神が臨まれ、インマヌエルの祝福、天にある霊的なすべての祝福をいただいて、神の栄光がそのイエスのゆえに、その人間に留まるようになります。そのクリスチャンが喜んでいないというのは、これがまだわかっていない、気づいていないだけなのです。イザヤ６０章にも「すでに神の栄光があなた方の上に臨まれているので、立ち上がって光を放て」と勧めているでしょう。これがクリスチャンです。彼女たちはクリスチャンである、それ以外の理由はありません。彼女たちは天国の喜びを味わっていたのです。そうすると、まわりの死んでいく、崩れていく世の中を助けることができます。イエスはこのようなキリストであったがゆえに、マリヤと彼女、そして胎内の赤ちゃんまで喜んで、祝福しあい、賛美をささげるようになりました。
3． イエスさまを信じる人は
　今、このイエスを信じ受け入れた人はどうなっているのでしょうか。このキリストであるイエスを信じる者は当たり前なことに、イエスがキリストであるがゆえに、誰でもイエスを信じる者は、死と罪の原理から永遠に解放されて、もう二度と滅びることができないものです。状況がどうであれ、その人がどんな人間であれ関係ありません。イエスのゆえに喜んでください。実はマリヤより、私たちの方がより祝福された者かもしれません。マリヤはイエスが宿って、ものすごい役割を、恵みによって、そのタイミングで果たすようになりました。しかし、イエスを産むようになって、イエスに従う存在になりました。今、私たちは、イエスが十字架にかけられて、よみがえられた後、マリヤの中に宿っていた以上に、聖霊をとおして、私たちの中に、宿っていらっしゃいます。しかも、私たちはイエスを産み、私からイエスが離れることなどありません。永遠に私たちの中に宿っています。マリヤ以上なのです。今のクリスチャンは。だから、マリヤより喜ばないといけないでしょう。キリストであるイエスが私の中に宿っています。ですから、みなさんがどう考えようが、今までの過去の名残を持って、いろいろな過去の体質や考え方を持って、いろいろなことを考えているでしょうが、すべてが嘘なのです。
１）解放された人
イエスのゆえに、イエスを信じているみなさんは解放されている者です。二度と滅びることがない、つまり、根本的に暗く思う必要はないし、思うことができないものです。
２）神の神殿
　しかも、さっきも申し上げましたように、イエスを信じる者は、マリヤ以上に、聖霊が宿っている神の神殿であることがわかっていないのか、イエスを信じると神の神殿になるのです。成績が悪くてもそうでしょうか。もちろんそうです。嘘をつく習慣がなかなか直らないし、まだ、他の人には見えない変なものが見えてきても、それには関わらず、もし、イエスを信じたのであれば、そのイエスがキリストであるがゆえに、みなさんは神の神殿なのです。他の条件、根拠はありません。ただ一つだけ、イエスのゆえに、それだけを根拠にして、私たちは神の神殿です。
３）天の霊的すべての祝福を受けた人
ですから、当然、エペソ１章３節に書いてあるように、天にある霊的なすべての祝福をいただいている祝福された者です。ある意味、これは自分の習慣、スタイルなので仕方がないのですが、このような内容を大きな声で強調するのはおかしいのです。あまりにも、みなさんが言っても、それが喜びにならないし、あまりにも信じてないような顔なので、声が大きくなるのです。信じても、信じなくても本当なのですが。自分自身のことを改めて見直してください。根拠は一つだけです。イエスだけ。すべてを全部消しておいてイエスだけ。そこに親の顔も消されて、自分の成績も消えて、自分の過去も消えて、これからどうなるのだろう、通帳の残高も消えて、ただイエスだけを残して、ただイエスだけを握って、自分自身を見つめなおしてください。みなさんは喜び踊り、祝福しあい、神をほめたたえるしかない存在であることに気づくようになるでしょう。
４）王である祭司

　天にある霊的なすべての祝福をいただいている者なので、結果、どんなクリスチャンでも構いません。世の中にいる間は、この祝福をお証しするために、王である祭司として生きる者になります。王である祭司です。今日の聖書に紹介されている尋常でない喜び方、あり方、それはイエスのためにあったものです。そのイエスがキリストなので、このように喜んでいた、そのイエスを信じて受け入れました。そのイエスが今は私たちの方に来ているのです。それで、私たちは解放されている者、神の神殿であり、神が宿っているものであり、すべての問題が終わり、天にある霊的なすべての祝福をいただいて、聖霊が宿っている者です。天国が保障されていて、私たち以外には世の中を助けることはできません。王である祭司、世の光として変えられていることを、ぜひ、イエスのゆえに確認し、みなさんも尋常でない喜びと感謝をささげるようになっていただきたいと思います。そして、自分自身がどのような存在なのかということを確認してください。
　
結論
結論を言いましょう。他のすべての理由を全部消して、イエスだけを残して、イエスをおいて、イエスを根拠にして、私たちの根本を回復しましょう。私たちは幸せな者であり、祝福の身分と権威、使命を持っている存在であることを回復しましょう。それで、喜びと感謝と賛美が心の中から生まれるように。他の何によっても邪魔されずイエスのために。だから、イエス以外に何がそんなに気になるのでしょうか。イエスだけでいまだ喜べない、感謝できない、賛美できないというのは、イエスがキリストであるということが、わかっていないということです。彼女たちはわかっていました。まだ生まれてもいないのに、聖霊の恵みによって、聖霊に満たされて。祈ってください。すべての条件が消されて、イエスだけによって喜ぶようなクリスチャンになるように。つまり、イエスがキリストであるということがわかるようにしてくださいと。そして、その根本を自分がどんな祝福の者なのか、どのように変えられているのか回復しないといけません。聖霊が宿っているものなのです。マリヤがイエスを身ごもったように聖霊が宿っている存在なのです。なぜでしょうか。イエスがキリストだからです。それを確認したら、いつも申し上げているように、今までの生き方をチェンジして、疲れて重荷を負って歩くような生き方を捨てて、否定してください。２部の礼拝でもそれを細かく申し上げます。全部捨てて、神の国が臨まれることを待ち望みましょう。イエスによって根本を回復しましょう。根本というのは、何が何でも私たちは幸せな者、聖霊が宿っている神の神殿である祝福の存在、もう心配して、失敗して、滅びるしかない自分自身は十字架とともに死んでありません。神の子どもの身分を回復して、神がともにおられる自分を回復してください。なぜでしょうか。イエスがキリストだからです。回復したならば、自分が出しゃばらないで、神がなさるように、神の祝福と神の栄光と、神の力が、聖霊のわざが現れるようにしましょう。それが神の国なのです。すべての面において、それを待ち望みましょう。問題があれば、それを解決しようとしないで、ほっておいて、神の国が臨まれるように。みなさんをとおして神の国が臨まれる存在なのです。なぜでしょうか。イエスがキリストだからです。キリストであるイエスを信じているので、みなさんの能力と関係なく、神の国が臨まれるようになっています。神がなさいます。それは、「神がなさるから、私は遊んでもいいな」というレベルの話ではありません。今までの生き方を全部捨てて、神の国を待ち望みましょう。それで、私たちがやるべきことは一つだけです。心配もしないで、計算もしないで、そのすべてを超えて、カバーする祝福なので、聖霊が宿っていることが本当であれば、その創造の霊であられる神の霊、聖霊に自分が支配され、満たされてコントロールされるように、そればかり求めれば結構です。それだけです。結局、なるようになっているのに、私たちの思いや脳の細胞に、考え方の中に、古きもの、自分のものが入っているのです。それが全部、飛んでいき、抑えられ、聖霊がともにおられるのであれば、聖霊に支配されるようになれば、聖霊の花火が始まるようになります。私たちは弱い者です。だから、計算も捨てて、心配も捨てて、私たちのちっぽけな思いも全部おろして、一つだけ、ひたすら一つだけ。聖霊がともにおられるのであれば他は要らないです。借金がこっちに５００万円、あっちに１５００万円、また向こうに、アメリカに２００万ずつあるとしても、私の通帳に５０００億あれば何も気にしなくても結構でしょう。聖霊がともにおられるので、聖霊がともにおられることだけに集中すればいいです。問題はその聖霊に満たされることです。脳の細胞、これが一番、問題なので、特に松果体（しょうかたい）のほう、みなさんのたましい、心、思い、また傷ついたところ、どうしても中々変わらない部分、頑固なところなど、みなさんの力ではできないので、それを直そうと変えようとしないで、聖霊に満たされなさい。「私を、すべてを神にささげます。神がすべてを支配してください」それがイエスがキリストであるイエスを信じているクリスチャンがやるべきことであり、クリスチャンの生き方なのです。そうすると、聖霊様が勝手になさいます。私たちが先に決めつけないで、それに従っていくだけです。なんという自由でしょうか。ある意味、決まりも何にもありません。聖霊充満だけです。だから、それだけなので、他のいろいろなことが浮かんだ時は全部、消さないといけません。できるだけ、全部抑えて、このことだけを考えるように。そのために、自分なりにこれに集中できる様々な方法、工夫をしながら、いろいろ活用して、とにかく聖霊がともにおられることが間違いなければそれに集中するようにしてください。そうすると、心も考え方も変わります。自分が変えようとすると絶対に変わりません。まわりも変わります。聖霊の力、神の国でないと変化はありません。余計なことを考えて、余計な心配しながら、余計に変えようとして苦労しないでほうっておいて、私たちは祈りを持って聖霊充満だけすればいいです。神の聖霊にみなさんを投げ出しておぼれることです。聖霊に満たしてください。ぜひ、祈ってください。そのような祈りのときを持って祈ってください。何を待ちながらでしょうか。神の国を待ちながらです。計算も捨てて神の国が臨まれることを待ちながら。どこにでしょうか。みなさんの勉強にも、事業にも、家庭にも、地域にも、現場にも、神の国が臨まれることだけを待ち望みつつ、私たちは祈りを持って、聖霊充満だけに絞って、そこをピンポイントにしてください。なぜ、こういうことができるのでしょうか。私たちが信じているイエスがキリストなのです。信じているイエスがお釈迦様や孔子のような方ではなくて、イエスがキリストであるがゆえに、彼女たちが尋常でない喜びで踊っていたのは、イエスがキリストだったからです。そうならば、そのキリストであるイエスを私たちが信じているので、自分がどんな存在で、私たちに与えられている祝福は何なのか、何をすればいいのか、それを味わえばいいのです。ぜひ、自分は幸せ者。神の国を待ち望みつつ、聖霊充満を求め祈ってください。他は全部片づけてください。神様のすばらしい祝福を必ず体験するようになります。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。今日もエリサベツ、マリヤ、胎内のヨハネが喜び踊っていたそのイエスがキリストであることを確認し、私たちがイエスによって幸せな者であり、私たちもこの尋常でない喜びを回復するようにしてください。まず、その喜びを回復して、すべてを捨てて神の国を待ち望みつつ、聖霊充満の祝福に預かるように一人一人を動かして、心と思いを主が守ってください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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